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教員名 松家 仁（経済） 

１． 研究主題 

以下の2つの分野について、研究指導を受けたい学生を募集する。 

（a）社会主義国・旧社会主義国（東欧諸国）の社会経済史 

（b）現代日本の社会経済史 

それぞれ若干名を募集する。 

 

２．指導要領 

研究指導の運営方式は、次の二段階で行う 

1) 上記（a）（b）の分野に関する文献の中から、今日古典とされる書籍（英語ないしは日本語）の輪読 

2) 学生の問題意識に応じた研究発表 

分野ごとに2つのパートを設置するが、研究指導は（a）（b）合同で実施する。 

 

３．指導テキスト及び参考書 

  輪読する文献は、原則としてこちらから提案するいくつかの書籍の中から選択するが、その際に学生の希望を

尊重する。 

 

４．選考の方法（面接・テスト等） 

（a）については、面接及び語学能力確認のための口頭試験で 

（b）については、面接で決定する。 

面接では、  

（1）これまで最も影響を受けた書籍 

（2）最近関心を持った時事問題 

（3）希望する研究対象の詳細 

   （a）の場合は研究対象国の名称・言語の修得状況 

   （b）の場合は研究対象の年代・産業分野・地域の具体的な情報 

（4）その他成績など、これまでの学生生活で自己アピールできること 

について質問する予定なので、面接の際には上記の質問に対する回答を用意しておくこと。 

 

５．面接・テスト等の日時・場所 

面接希望者は、2018年10月26日（金）15時までに以下のメールアドレスに、面接申込メールを送ること。

ついで11月6日（火）・8日（木）にゼミ室206で面接を行う。 

matsuka@onet.eu 

申し込みメールには： 

・簡単な自己紹介 

・（a）（b）のうちいずれのパートに参加するのか 

・11月6日（火）ないしは8日（木）のうちどちらの日に、そしていつ面接を希望するか 

を連絡する。ただし面接時間についてはその後の掲示・メールのやりとりで決定する。 

 

６．注意事項・履修希望者へのメッセージ 

（a）については、社会主義国・旧社会主義国の言語（スラヴ諸語が望ましい、初級可）の既修者を、 

（b）については、読書が好きで、現代日本経済史について強い問題意識を持つ者を、 

それぞれ優先する。 
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７．オープンゼミの日時・場所 

 夜間の時間にはオープンゼミは開けないので、ゼミ募集期間中に昼間のゼミを見学したいものは、各自見学す

ること。また今年度の夜間経済史など、私の授業を履修した学生に授業の雰囲気などについて聞いてみるのも良

いと思われる。 

 

 

  



 

10 

 

１．研究主題 

このゼミでは消費者行動論およびマーケティング論の双方の視点から、企業のマーケティング活動の在り方に

ついて検討します。具体的な演習内容や研究テーマは各履修者の興味・関心により決定します。 

 

２．指導要領 

消費者行動論およびマーケティング論における専門知識の習得と活用に加え、将来、働く上で必要であると思

われる論理的思考力、表現力（プレゼン能力、文書作成能力）、コミュニケーション能力（ディスカッション、

協業能力）の養成を目指します。また、生涯を通じた仲間づくりもゼミの目標としています。 

詳細については話し合いにてゼミの内定者に決定してもらいます。尚、昨年度は下記のような内容となりまし

た。 

① 3年前期：基礎文献および応用文献の輪読 

マーケティング論および消費者行動論に関する文献の輪読（内容のプレゼンおよび議論） 

② 夏季休暇：他大との合同演習 

他大との合同ゼミ合宿（9月中旬）※各ゼミ生、自費により実施 

③ ３年後期：実践力養成型演習と卒業論文への準備 

本格的なインカレ戦略立案コンペ（アンケート調査、統計分析、戦略立案）、卒業論文のテーマ決定 

④ ４年前期・後期：卒業論文の作成 

前期：前年度に決定したテーマを精緻化（半期で1～2度の報告）、ただし就職活動を優先 

後期：卒業論文の進捗報告（月1～2回程度） 

 

３．指導テキスト及び参考書 

履修者の興味・関心により書籍および論文を選定します。 

 

４．選考の方法（面接・テスト等） 

エントリーシートおよび面接で選考します。現役ゼミ生も選考に加わる可能性があります。 

 

５．面接・テスト等の日時・場 

【エントリーシートの作成】 

①自己紹介、②志望動機、③ゼミで行いたいこと等について、WordもしくはPowerPointにて作成してくだ

さい。書式・表現方法は自由ですが、読み手への伝わりやすさを意識して作成し、A4用紙2枚以内にまとめ

てください。夜間コースであれば所属学科は不問、留学予定者の応募もOKです。 

【エントリーシートの提出】 

10/31（水）22:00までに連絡がつくメールアドレスから、kazu-suzuki@res.otaru-uc.ac.jp（商学科・鈴木）

へエントリーシートを送信してください。 

【面接日時】 

土曜日・日曜日を除く11/6（火）～11/16（金）に実施します。具体的な時間と場所は改めてメールで連絡し

ます。 

 

６．注意事項・履修希望者へのメッセージ 

今回は六期生の募集となります。消費者行動やマーケティングへの興味関心だけではなく、「仲間と共に有意

義なゼミ活動を行いたい」という想いがある仲間を募集します。本気で話し合い、全力で取り組んだ経験を共有

できるようなゼミの仲間は、一生の財産となると思います。私としてもこれをサポートできるよう最大限努力し

ます。質問等はkazu-suzuki@res.otaru-uc.ac.jpまでお気軽に。 

教員名 鈴木 和宏（商） 
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７．オープンゼミの日時・場所（予定） 

 日時：10月18日（木）の4時間目を予定、場所：412ゼミ室 

  



 

12 

 

１．研究主題 

 憲法学の基本的な論点に関する学説・判例を学修します。 

 

２．指導要領 

  ゼミの進め方は、開講時に学生と相談して決めますが、現在のところ次のように考えています。 

①参加メンバーを２、３人単位でグルーピングする。各グループは与えられたテーマについて学説・判例の調

査・資料収集を行い、レジュメを作成し、発表を行う。 

②その発表を基に、質疑応答を行う。特に、発表を担当しない側のグループは積極的に質問することが求められ

る。当然、教員も質疑応答に参加する。 

 

３．指導テキスト及び参考書 

  芦部信喜(高橋和之補訂)『憲法〔第６版〕』(岩波書店・２０１５年)・六法は、毎週、必ず持参すること（「手

ぶら」で来ても出席とは見なされないので注意すること）。それ以外のテキストを追加購入してもらうか否かに

ついては、開講時に学生と相談して決定します。 

 

４．選考の方法（面接・テスト等） 

  「面接」および学生各自が作成した「志望理由書」などにより選考する予定です。「志望理由書」は電子メー

ル（word形式で作成した文書ファイルをメールで添付する方式）で提出してください（e-mail: 

ogura@res.otaru-uc.ac.jp）（締切：１０月３１日（水曜日）２０時）。 

  「志望理由書」には、①なぜこのゼミを選択したのか、②このゼミでどのような勉強をしたいのか、③卒業論

文で扱ってみたいテーマ（可能であれば、その内容も）などを書いて下さい（その他、①②③以外の内容を自由

に追加して構いません）。最低１０００字は書くこと。 

 

５．面接・テスト等の日時・場所 

  面接の日時・場所については、追って連絡します（メールチェックを怠りなく）。 

 

６．注意事項・履修希望者へのメッセージ 

・ゼミの性質上、毎回出席することが成績評価の前提となります（正当な理由のない欠席は認めません）。その

上で、ゼミにおける発言・報告内容などにより総合的に評価します。 

・受入予定人数は１０人程度を考えています。 

・学生同士が自由かつ活発に議論できるゼミになればいいなあ、と思っています。 

 

７．オープンゼミの日時・場所（予定） 

  夜間主コースのゼミですので、オープンゼミは予定しておりません。ここ数年、連続して夜間主ゼミを担当し

ていますので、ゼミの雰囲気を知りたい方は、先輩達に聞いてみてください。 

  

教員名 小倉 一志（企業法） 
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１．研究主題 

私のゼミのテーマは「データサイエンス手法の実社会への応用」です．実社会の様々な問題に対して機械学習

を中心としたデータサイエンスの方法を用いて取り組んでいきます．本ゼミではデータサイエンスの手法を習得

し，データを尊重した課題解決の能力を身に着けることを目的とします． 

 

２．指導要領 

基本的には各自が興味のある身近な問題を研究テーマとし，それぞれのテーマに関して調査・研究を行ってい

きます．テキストの輪読や研究発表を中心にゼミ活動を進めていきます．３年生の間は研究に必要な知識をテキ

ストの輪読を通して習得することを主な目標とし，３年の後半までに具体的な研究テーマを決定してもらいま

す．研究に必要な知識は基礎数学（線形代数と微積分の基礎）や統計学，機械学習，プログラム言語(Python)等

で，ゼミ活動を通してこれらの知識を学習していきます．研究テーマの決定後はこれらの学習と並行してそれぞ

れの研究に取り組んでもらいます． 

 

３．指導テキスト及び参考書 

① 「Python 機械学習プログラミング」，S.Raschka他著，インプレス 

② 「Python ではじめる機械学習」，A.C.Muller他著，オライリージャパン 

③ 「ゼロから作る Deep Learning」，斎藤康毅著，オライリージャパン 

④ 「scikit-learn と TensorFlow による実践機械学習」，A.Geron他著，オライリージャパン 

⑤ 「パターン認識と機械学習 上・下」，C.M.Bishop著，丸善出版 

 

４．選考の方法（面接・テスト等） 

 個別面接を行います．以下の要領で志望理由書を作成し，提出してください．提出期限は10月31日（水）

20時とします． 

ü 提出先：xskataoka★★★ （星マークの部分は @res.otaru-uc.ac.jp です．） 

ü 件 名：片岡ゼミ志望理由書（学生氏名） 

ü 形 式：ファイル名を「片岡ゼミ志望理由書（学生氏名）」とし，A4版１～２ページにまと       

めること．ファイルの形式はPDFとする． 

ü 内 容： 

① 学生番号 

② 氏名（ふりがな） 

③ 学科 

④ 連絡が取れる E-mail アドレス 

⑤ 出身地，出身高校等 

⑥ 趣味，特技，部活・サークル等 

⑦ 興味のあるテーマ・問題等 

（具体的な研究テーマは配属後に決めるので，多少曖昧なものでも構いません） 

⑧ 志望理由 

 

５．面接・テスト等の日時・場所 

11月７日（水）および11月14日（水）の6・7講目に研究室（１号館318号室）で個別面接を行います．

具体的な面接時間帯については志望理由書のメールアドレスに連絡します．また，希望者が多数の場合は面接方

法を変更する場合があります．この場合も志望理由書のメールアドレスに連絡します． 

 

教員名 片岡 駿（社会情報） 
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６．注意事項・履修希望者へのメッセージ 

データサイエンスに関する基礎知識等はゼミ配属時には求めていませんが，線形代数・微積分に関する初級レ

ベルの計算やPCを用いたプログラミングが必要になるので，数学やPCの使用に対して苦手意識が少ないこと

が望ましい．また，研究では各自のテーマを自ら調査・研究していく必要があるため，自ら考え，挑戦していく

気持ちを養っていく必要があります． 
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１．研究主題 

英文学と文化批評を中心に学ぶことで、人種、ジェンダー、階級等の政治的な視座から、もろもろのテクスト

を文学的に分析し批評する訓練を行います。表面上の物語内容や可視的な文化事象にかぎらず、テクストの深層

構造をも読み解けるようになるよう、愉しみながら一所懸命に取り組んでほしいと思います。哲学、文学、歴史

学など、人文学分野に強く関心があり、とりわけ文学作品を読むのが大好きな人を歓迎いたします。 

 

２．指導要領 

英文学の研究では、短篇の詩と小説を中心に、英語原典の講読とテクスト分析を行います。また、文化批評の

研究では、和英両語で論文の講読と内容吟味を行います。初心者でも愉しく学べるテクストを厳選し、丁寧に指

導しますから、かぎられた時間で最大限の成果をあげられるよう、きちんと学習してください。 

 

３．指導テキスト及び参考書 

後日指定。 

 

４．選考の方法（面接・テスト等） 

志望理由書および面接。 

 

５．面接・テスト等の日時・場所 

・11月5日（月）までに、志望理由書１枚を電子メールで送付してください（ hamura@res.otaru- 

uc.ac.jp ）。興味関心のある分野を中心に述べてもらえたら参考になります。 

・面接の日時と場所は、追ってメールで指示します。 

 

６．注意事項・履修希望者へのメッセージ 

・当ゼミでは、4年次に卒業論文の履修と執筆を義務づけます。英文学研究のほか、表象文化論（映画、写真、

絵画、漫画、音楽、スポーツ等）、日本文学研究（近現代のみ）、性文化論、民族文化論、歴史認識論、宗教学

など、羽村に理解できる範囲であれば、学術的であるかぎり何を研究主題に選んでもかまいません。 

・前もって個別に相談・質問したい場合はメールをください。 

 

 

  

  

教員名 羽村 貴史（言語センター） 

mailto:hamura@res.otaru-

